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「
支
部
長
就
任 

現
状
の
課
題
」 

 
 

吾
峰
会
支
部
長 
佐
々
木 

一
郎 

 
 

令
和
七
年
度
総
会
に
お
い
て
、
支
部
長
職
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

元
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
会
の
目
的
達
成
に
向
け
、
会
員
が

有
意
義
な
時
を
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
、
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

本
会
は
、
平
成
二
十
一
年
に
結
成
し
、
小
野
寺
寛
支
部
長
の
も
と 

「
会
員
の
親
睦
」
と
、
「
文
教
の
振
興
に
貢
献
」
を
主
要
目
的
と
し
て

運
営
し
て
き
ま
し
た
。
途
中
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
よ
り
中
止
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
年
も
あ
り
ま
し
た
が
、
支
部
長
、
事
務
局
、
役
員
の
非
常
な
努

力
に
よ
り
大
き
な
感
動
や
成
果
を
収
め
て
き
ま
し
た
。
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
会
費
納
入
率
は
、
七
十
％
弱
で
す
。
加
齢
は
避
け
が
た
い

わ
け
で
す
が
、
若
手
の
加
入
が
ま
ま
な
ら
ず
、
出
席
・
参
加
会
員
の
減

少
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
何
ら
か
の
資
料
や
会
話
、
話
題
に
な
り
ま
し
た

な
ら
、
事
務
局
や
役
員
に
ご
一
報
下
さ
れ
ば
、
大
い
に
助
か
り
ま
す
。 

 

昨
今
の
医
学
は
、
著
し
く
発
達
し
て
お
り
、
人
生
百
年
時
代
と
な
り

ま
す
。
後
期
高
齢
者
と
い
う
言
葉
に
め
げ
ず
、
ま
だ
ま
だ
先
が
あ
り
ま

す
こ
と
を
心
し
て
、
臨
み
ま
し
ょ
う
。
人
間
の
死
は
避
け
ら
れ
な
い
宿

命
で
す
が
、
病
の
現
状
を
話
し
、
医
師
、
医
院
、
病
院
等
の
情
報
交
換

を
し
て
健
康
年
齢
を
延
長
し
ま
し
ょ
う
。 

 

紫
雲
寮
、
如
月
寮
、
葵
寮
や
学
生
時
代
を
話
し
、
教
育
を
語
り
、
現

在
に
至
る
ま
で
の
経
過
、
特
技
、
趣
味
、
他
の
団
体
等
の
紹
介
、
終
活

の
こ
と
等
々
、
勉
強
し
た
い
こ
と
は
山
ほ
ど
あ
り
ま
す
ね
。
残
り
の
人

生
を
謳
歌
す
べ
く
、
誘
い
合
い
参
加
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
誠
に
幸
甚

で
ご
ざ
い
ま
す
。
岩
手
県
高
等
学

校
退
職
者
組
合
の
冊
子
等
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
は
、「
天
下
御
免
の
高
退

連
」
で
す
。
本
会
の
機
能
集
団
と

し
て
の
言
動
を
忘
れ
ず
、
全
て
を

気
楽
に
話
し
合
い
た
い
も
の
で

す
。
ど
う
ぞ
、
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

あ
の
日
、
あ
の
頃 

福
島
大
学
の
思
い
出 

 

「
福
大
生
時
代
が 

あ
っ
て
こ
そ
今
が
あ
る
」 

武
田 

啓
佑 

教
育
学
部
学
校
教
員
養
成
課
程 

平
成
二
十
年
三
月
卒 

私
が
福
島
大
学
教
育
学
部
に
入

学
し
た
の
は
、
平
成
十
六
年
四
月

の
こ
と
で
す
。
三
月
に
何
も
わ
か

ら
ず
ア
パ
ー
ト
を
決
め
に
行
き
、

生
活
の
拠
点
と
し
た
の
は
大
学
の

お
膝
元
の
「
金
谷
川
」
で
し
た
。 

誘
惑
が
少
な
く
、
学
業
に
集
中
で

き
る
環
境
で
あ
っ
た
と
自
負
し
て

お
り
ま
す
が
、
空
き
コ
マ
の
時 

間
に
、
テ
レ
ビ
で
「
水
戸
黄
門
」

や
「
暴
れ
ん
坊
将
軍
」
な
ど
の
時

代
劇
を
見
た
こ
と
は
良
き
思
い
出

で
す
。 

社
会
科
学
系
教
育
コ
ー
ス
で
は

先
生
方
や
仲
間
に
恵
ま
れ
、
充
実

し
た
日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き 

ま
し
た
。
特
に
も
、
岩
手
県
出
身

の
仲
間
が
い
た
こ
と
は
大
変
心
強

か
っ
た
で
す
。
さ
ら
に
、
北
は
青

森
、
南
は
鹿
児
島
か
ら
来
た
社
会

科
の
仲
間
と
は
、
今
で
も
つ
な
が

り
、
情
報
交
換
を
し
て
お
り
ま

す
。
当
時
、
レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り

て
の
東
北
一
周
旅
行
や
卒
業
旅
行

で
九
州
一
周
を
し
た
こ
と
は
、
今

で
も
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
覚
え

て
い
ま
す
。
社
会
科
ら
し
く
、
九

州
一
周
旅
行
で
は
、
知
覧
の
特
攻

平
和
会
館
や
福
岡
の
防
塁
、
佐
賀

の
吉
野
ヶ
里
遺
跡
、
長
崎
の
出
島

を
訪
れ
た
り
、
み
ん
な
で
ご
当
地

の
も
の
を
食
べ
た
り
し
た
こ
と
は

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
社
会
科
の
授

業
は
、
社
会
科
教
育
学
、
歴
史
学

地
理
学
、
政
治
学
、
経
済
学
、
哲

学
、
倫
理
学
、
社
会
学
等
多
岐
に

わ
た
り
、
見
識
を
広
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
私
は
、
初
澤
敏
生

先
生
の
ゼ
ミ
に
所
属
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
初
澤
先
生
は
理
論

だ
け
で
な
く
、
現
場
を
特
に
大
切

に
さ
れ
、
リ
ア
ル
な
学
び
が
た
く

さ
ん
で
き
ま
し
た
。
授
業
（
地
理

学
実
地
研
究
）
で
は
、
岩
手
を
訪

れ
る
こ
と
も
あ
り
、
胆
沢
の
扇
状

地
等
を
訪
れ
た
こ
と
は
良
き
思
い

出
で
す
。
卒
業
論
文
は
岩
手
の

「
道
の
駅
」
に
つ
い
て
調
査
し
ま

し
た
が
、
初
澤
先
生
の
ご
助
言
の

お
か
げ
で
無
事
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

大
学
院
も
含
め
て
六
年
間
お
世

話
に
な
っ
た
福
島
は
第
二
の
故
郷

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
妻
の
実
家 

が
福
島
市
蓬
莱
に
あ
る
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
が…

。）
大
学
院

で
は
、
現
職
の
先
生
方
と
の
学
び

が
、
教
員
生
活
の
糧
と
な
り
、
今

で
も
当
時
の
学
び
を
生
か
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。 

当
時
私
た
ち
は
「
教
育
学
部
」

最
後
の
卒
業
生
と
呼
ば
れ
、「
人

間
発
達
文
化
学
類
」
へ
と
バ
ト
ン 

タ
ッ
チ
す
る
節
目
の
世
代
で
も
あ

り
ま
し
た
。
今
後
ま
た
「
教
育
学

部
」
へ
と
変
わ
る
と
聞
き
ま
し 

た
。
企
業
に
お
い
て
も
優
秀
な
人

材
確
保
は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
教
員
採
用
も
し
か
り 

で
す
。
進
化
を
続
け
る
福
島
大
学

を
今
後
も
応
援
し
続
け
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
吾
峰
会
岩
手

支
部
会
員
も
ど
ん
ど
ん
増
や
せ
る

よ
う
に
声
が
け
を
頑
張
り
ま
す
！ 
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武田先生は後列中央 
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第
九
回
岩
手
県
支
部
定
期
総
会
開
催
６
・１ 

 

令
和
七
年
六
月
一
日
（
日
）、
水
沢
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い

て
、
第
九
回
岩
手
県
支
部
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会

冒
頭
「
今
日
の
世
紀
に
」
を
声
高
ら
か
に
斉
唱
し
、
同
胞
の
思
い

を
熱
く
し
ま
し
た
。
そ
の
後
令
和
七
年
度
か
ら
の
二
年
間
の
活
動

方
針
、
予
算
案
、
役
員
改
選
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

及
川
徹
議
長
の
下
、
話
合
い
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
ま
し
た
。 

令
和
七
・八
年
度
の
方
針 

・
組
織
拡
大
。
令
和
六
年
度
発
行 

吾
峰
会
「
会
員
名
簿
」
の
活
用 

・
会
報
の
発
行
、
並
び
に
、
本
部 

 

会
報
の
送
付
（
年
二
回
） 

・
令
和
八
年 

福
大
「
母
校
を
訪
ね
る
旅
」 

・
令
和
九
年 

 

総
会 

研
修
会 

懇
親
会
開
催 

・
吾
峰
会
本
部
と
の
連
携 

・
慶
弔
へ
の
対
応 

新
役
員
紹
介 

支
部
長 

 

佐
々
木
一
郎 

新 

副
支
部
長 

横
田 

一
平 

新 

 
 
 
 
 

佐
々
木
秀
市 

新 

監
事 

 
 

今
野 

俊
宏 

新 

 
 
 
 
 

及
川 

徹 
 

新 

評
議
員 

 

吉
田
美
登
梨 

再 

事
務
局
長 

高
橋 

佳
文 

新 

幹
事 

 
 

千
田
紀
一
郎 

再 

 
 
 
 
 

高
橋 

和
子 

再 

 
 
 
 
 

高
橋 

悦
郎 

再 

 
 
 
 
 

及
川
勇
（
新
会
員
） 

 
 
 
 
 

土
井 

祐
之 

新 

 
 
 
 
 

千
葉 

恭
義 

新 

役
員
退
任 

感
謝
小
野
寺
支
部
長 

 

今
回
の
役
員
改
選
に
伴
い
、
小

野
寺
寛
支
部
長
、
浅
沼
清
昭
副
支

部
長
、
古
川
守
人
監
事
、
市
川
杜

夫
評
議
員
、
渡
邊
祥
子
幹
事
は
、

退
任
と
な
り
ま
す
。
会
の
設
立
・

発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

研
修
会 

講
演 

演
題
「
後
藤
新
平
の
生
涯
」 

講
師 

後
藤
新
平
記
念
館 

 
 

前
館
長 

佐
藤
彰
博
氏 

 
 
 
 

昭
和
五
十
四
年
卒 

 

幼
少
期
か
ら
晩
年
の
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
総
長
に
至
る
ま

で
、
新
平
が
残
し
た
数
々
の
功

績
に
つ
い
て
、
熱
く
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
人
と
の
出
会

い
の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し

た
。
「
次
世
代
を
担
う
人
材
を

育
て
る
こ
と
が
価
値
あ
る
功

績
」
の
お
話
に
感
銘
し
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

お
知
ら
せ 

福
大
同
窓
吾
峰
会
理
事
会
が
、

五
月
十
八
日
（
日
）
福
島
大
学
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

冒
頭
の
挨
拶
で
、
大
規
模
な
全

学
再
編
に
よ
り
、
令
和
九
年
度
よ

り
人
間
発
達
文
化
学
類
か
ら
、
教

育
学
部
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
背
景
に
、
教
員

を
志
望
す
る
学
生
が
減
少
し
て
い

る
こ
と
が
あ
り
、
令
和
六
年
度
卒

の
就
職
状
況
に
お
い
て
、
公
立
学

校
教
員
採
用
者
は
、
八
十
一
名
、

そ
の
う
ち
、
福
島
県
内
採
用
者
は
、

五
十
七
名
と
い
う
実
態
が
語
ら
れ

ま
し
た
。
卒
業
生
の
過
半
数
が
、

公
務
員
や
一
般
企
業
等
に
就
職
す

る
傾
向
は
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の

再
編
に
よ
り
、
教
員
養
成
機
能
を

充
実
さ
せ
る
ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
。

特
に
小
学
校
教
員
養
成
に
注
力
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
伴

い
、
残
念
な
が
ら
、
芸
術
・
表
現

コ
ー
ス
（
音
楽
・
美
術
を
学
ぶ
）

は
、
廃
止
と
な
り
ま
す
。
同
様
に

教
員
志
望
の
減
少
は
本
県
の
課
題

で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
再
編
に
よ

り
、
母
校
が
更
な
る
発
展
を
遂
げ

る
こ
と
を
、
切
に
願
い
ま
す
。 

※
前
事
務
局
長
の
今
野
俊
宏
様
に

は
、
九
年
の
長
き
に
渡
っ
て
、
事

業
の
執
行
・
会
の
発
展
に
努
め
て

い
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 


